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特別利益および特別損失の発生に関するお知らせ 

 
 

当社は、当第 1四半期会計期間（平成 22 年５月１日から平成 22 年７月 31 日）において、特別利益

の計上、並びに平成 22 年９月７日、会社法第 370 条（取締役会の決議に替わる書面決議）により店舗

の閉鎖および改装に伴う固定資産の除却等、特別損失の発生に関して決議しました。 

また、｢資産除去債務に関する会計基準｣(企業会計基準第 18 号 平成 20 年３ 月 31 日)および

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 21 号平成 20 年３月 31

日)の適用により、資産除去債務費用を特別損失に計上することとなりましたので、その内容につ

いてお知らせいたします。 

 
記 

 
１．特別利益の概要 

 

    当社店舗のイーブーム武蔵小山店について、平成 22 年４月期末において、店舗の閉鎖を前提

とした店舗の現状回復に係る費用、および同物件の賃借契約期間内の未経過地代家賃を特別損

失として計上しておりましたが、原状回復費用の低減と、早期に新しい借主が決定したことに

伴う未経過地代家賃の取崩しにより、特別利益 3,474 千円が発生する見込みであります。 

 

 

２．特別損失の概要 

 

（１）店舗閉鎖に伴う特別損失の内容 

 

店舗が立地する市場環境の著しい悪化により、営業活動から生じるキャッシュ・フローの

マイナスが継続し、今後長期間にわたり回復が見込めないと判断されるため、下記に記載の

店舗について、閉鎖に伴う店舗固定資産の除却等、特別損失を計上する見込みであります。 

 

① イーブーム 相模大野店 4,099 千円 

② イーブーム 古川橋店 3,978 千円 

③ イーブーム 武蔵小山店 1,785 千円 

計 9,863 千円 

                   

 



 

（２）店舗改装等に伴う特別損失の内容 

 

店舗設備の老朽化に伴う改装により、店舗固定資産の除却等、特別損失を計上する見込み

であります。 

 

① イーブーム吉祥寺店 1,402 千円 

② ソフトバンク吉祥寺サンロード 1,480 千円 

計 2,883 千円 

 

 

（３）資産除去債務費用の内容 

 

当社は、総ての店舗を賃借により営業しており、将来これらの店舗を閉鎖する場合は、契

約により原状回復の義務を負っております。 

そのため、これらの契約に基づき将来発生が見込まれる資産除去に関する債務を計上する

ものであります。 

なお、これにより当第１四半期会計期間における影響額は、貸借対照表および損益計算書

において、以下のとおりとなる見込みであります。 

 

貸借対照表  

資産除去債務 27,569 千円 

 

損益計算書 

 

資産除去債務費用（特別損失） 17,819 千円 

 

なお、上記の特別損失に関する事項につきましては、平成 22 年９月７日、会社法第 370 条（取締役

会の決議に替わる書面決議）による決議を得た後、平成 22 年９月７日付「臨時報告書」を近畿財務局

長宛に提出する予定であります。 

 

 

３．業績に与える影響 

 

    上記の特別利益および特別損失の計上に伴う平成 23 年４月期 第２四半期累計期間、および

通期業績への影響につきましては、現在第１四半期会計期間（平成 22 年５月１日から平成 22 年   

７月 31 日）の業績を精査中であり、平成 22 年６月 14 日付け「平成 22 年 4 月期 決算短信（非連結）」

において公表した業績予想に変更が生ずる場合は、その影響が判明しだい速やかに公表させて頂き

ます。 

 

 

 

以  上 

 

 


